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第8回 児童・生徒によるプレゼンテーション大会 

 1月14日（土）に、日野市民会館で「第8回 児童・生徒によるプレゼンテーション大会」が開催されました。
小学校17校、中学校4校に加え、「被災地に学ぶ生きる力プロジェクト」の発表が行われ、市民の方や保護者、
学校関係者に向けて、「安全・防災についての啓発」「住んでいる地域の特色アピール」「日ごろの学習等の実
践の報告」など、多種多彩なプレゼンテーションが行われました。 

ところで・・・  なぜ平山小学校は 

毎年「スタディノート」で 

発表するのですか? 

 日常的に授業で 

「スタディノート」を 

活用しているからです！ 

私たちはいつも使っている 

「スタディノート」で 

発表します！ 

 平山小学校の授業ではプレゼンが目的(最終ゴール)になることはほ
とんどありません。むしろ、自分の考えを画面に表現した後に本当の
学びがスタートすると思います。意見交換して、異なる考えを知った
り、新たな意見を生み出したりすることが目的です。 
 本校では、1年生から、算数の問題づくりで「スタディノート」を
活用しています。このように、日常的にスタディノートで対話的な学
びを行っているので、今回のプレゼン大会のような場合も、そのため
にあえてプレゼンソフトを活用するのではなく、日常の授業で使って
いるいつものツールを利用します。   

＜日野市のプレゼンテーション大会について＞ 
 日野市では平成20年度に市民を交えて教育基本構想を策定する会議が
行われ、日野市の特色であるICTを活用してプレゼン大会を行ってはど
うか、という意見が出ました。その時、当時のICT活用教育推進室長が、
つくば市の事例を紹介しました。つくば市では、小学校も中学校も日常
的にスタディノートを活用し、主体的、対話的で活発な授業が行われ、
その延長線上でプレゼン大会でもスタディノートが使われていました。
つくば市のプレゼン大会は今も続いていて市長賞が出るなど活発に開催
されています。日野市でもスタディノートが全小・中学校に導入されて
いますし、将来的にはICTを活発に使った授業の先にプレゼン大会が位
置付けられたら…との思いがあったそうです。     (小林室長 談) 

 
 

 もちろん、パワーポイントなどのプ
レゼンソフトが必要がないということ
ではありません！ 
 ただ「プレゼン」が目的になってし
まわない学び ～次期学習指導要領で
も示されている「主体的」「対話的」
「深い学び」～  におけるプレゼンの
意味と役割について、改めて考える

きっかけになりました。          

平山小6年担任の先生のお話 


